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ん
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S

・

M

・

L 

 

人
気
の
S

カ
フ
ェ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
し
た
ら
、
「
サ
イ
ズ
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
、

「
M

」
と
答
え
た
。
す
る
と
怪
訝
そ
う
な
顔
を
さ
れ
、
サ
イ
ズ
見
本
の
カ
ッ
プ
を
出
し
て
き
た
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
サ
イ
ズ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
い
ち
ば
ん
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
カ
ッ
プ
を
指
さ
す
と
、「
S

で
よ
ろ
し
い
で
す
か
」
。
ど
う
や
ら
S

・
M

・
L

で
は
な
く
、
S

（Sh
o
rt

）
・
T

（Ta
ll

）
・

G

（Gra
n
d

e

）
・
V

（Ve
n
ti

）
と
言
う
ら
し
い
。筆
者
の
よ
う
な
田
舎
者
の
た
め
に
サ
イ
ズ
見

本
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
が
憎
ら
し
い
。
「
服
の
サ
イ
ズ
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
」
と
で
も
思
わ
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
他
の
メ
ー
カ
ー
店
で
は
、
S

・
M

・
L

な
の
に
。
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
サ
イ
ズ
」
と
「
た
っ
ぶ

り
サ
イ
ズ
」
と
い
う
店
も
あ
る
。こ
れ
な
ら
分
か
り
や
す
い
。 

 

そ
も
そ
も
喫
茶
店
や
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
名
称
も
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り
、
カ
フ
ェ
に

移
行
し
て
き
た
。
入
り
口
付
近
の
レ
ジ
で
最
初
に
注
文
し
て
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
か
イ
ー
ト
イ
ン
か

告
げ
る
シ
ス
テ
ム
に
変
化
し
て
き
た
。
チ
ェ
ー
ン
店
を
中
心
に
、カ
フ
ェ
自
体
も
増
え
て
い
る
よ
う

だ
。カ
フ
ェ
文
化
が
進
ん
で
い
る
。 

 

か
つ
て
S

カ
フ
ェ
に
入
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
若
い
人
た
ち
の
行
列
が
で
き
て
い
た
の
で
、
近
く
の

I

カ
フ
ェ
に
行
っ
た
。す
ん
な
り
と
入
れ
た
が
、客
の
年
齢
層
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
。
や
は
り
年

配
者
に
は
、
店
員
さ
ん
が
注
文
を
取
り
に
来
て
く
れ
る
方
が
あ
り
が
た
い
。 

 

カ
フ
ェ
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
が
、カ
フ
ェ
ラ
テ
、カ
フ
ェ
オ
レ
と
い
う
の
が
あ
る
。な
ぜ
ミ
ル
ク
コ
ー
ヒ
ー
で

は
い
け
な
い
の
か
。ソ
イ
ラ
テ
と
か
い
う
の
も
豆
乳
と
は
呼
ば
な
い
。 

 

カ
フ
ェ
で
は
な
い
が
、テ
ー
ブ
ル
の
上
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
注
文
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
。
も
は
や

こ
う
な
れ
ば
、通
い
慣
れ
た
人
に
し
か
無
理
だ
。筆
者
の
よ
う
な
一
見
さ
ん
や
外
国
人
に
は
難
題

で
あ
る
。 

 

コ
ー
ヒ
ー
ぐ
ら
い
は
の
ん
び
り
味
わ
い
、ホ
ッ
ト
し
た
い
も
の
だ
。 

京
都
外
国
語
大
学 

日
本
語
学
科
教
授 

中
川
良
雄 

ズオン・トゥアン・アン 

（ベトナム） 

日本に来て２年になります。 

ネットで調べてオリーブを知り 

ました。N3に合格したいです。 

あ
た
ら
し
い
仲
間
を
紹
介
し
ま
す 

あ
た
ら
し
い
先
生
で
す 

三宅 敦子先生 

皆様とご一緒に日本語

を楽しく勉強したいと

思っています。 

どうぞよろしくお願いい

たします。 

ブイ・ヴァン・チャム 

（ベトナム） 

日本に来て３年になります。 

友だちがオリーブを紹介してくれ

ました。N４に合格したいです。 

http://www.ne.jp/asahi/olive/kusatsu/


2 

 

 

３月６日（日）に草津アミカホールにて行われた 

びわこ日本語ネットワーク主催の「外国人による日本 

語スピーチ大会」で、オリーブのラヤン・ハーミドさ 

んが滋賀県国際協会長賞を受賞されました！ 

発表は「母国スーダンの若者のためにやりたいこと」 

というタイトルで堂々とスピーチされ、オリーブから 

2 年続けての受賞を果たすことができました。 

当日のスピーチを次ページに掲載しました！ 

 

オリーブで長年、日本語指導をしてくださった 

田中一美先生が寄稿してくださいました！ 

 

オリーブの想い出   田中一美  
 

１８年前のことになります。当時、町づくりセンター3 階

の教室で、毎週中国語同好会で中国語の勉強をしてい

ました。帰り際に、偶然「オリーブの先生募集」の張り紙に

気づいたのがオリーブとの出会いでした。恩地代表にお

電話しましたところ。「10周年の文集を出したところ」とお

っしゃっていましたので、私が入会したのは 2005 年ころ

と思います。 

 全くの素人で参加させていただき、オリーブ主催の勉強

会や、その他の講演会などで日本語教授法を勉強させて

いただいたのも楽しい思い出です。この間、教室の維持・

発展に尽くされたスタッフの皆様のご努力には頭が下が

ります。 

 最初のころ、受け持ったペルーのジョエル君、中学に通

い始めるとみるみる日本語が上達し、「学校の力」に驚か

されました。中 3になり、公立高校の入試勉強を手伝った

のも懐かしい思い出です。合格発表の日から数日たって

も連絡がないので、すっかり気落ちしていたところ、土曜

日になってオリーブにやってきて「先生、合格しました」と 

言われ驚きました。オリーブで勉強していた彼のお兄さん

にこの話をしたところ、「それは、自分の口から先生に直 

接言いたかったからでしょう」と言われ、国によって考え方 

 

 

 

が違うものだと改めて感じました。 

 ある日、夜中の 2 時ころに携帯が鳴り、びっくりしてとっ

たところ、2 級を目指して勉強していたインドネシアのメイ

ディ君から「2 級に合格しました。もう、うれしくて、先生の

お陰です」、「メイディ君の努力のお陰ですよ」という真夜

中の会話も印象に残っている出来事です。 

 また、町セン施設部会のイベントとして老人会の方々を

お招きしてお茶会を開き、オリーブの若手外国人の皆さん

のスピーチを聞いていただいたり会話を楽しんでいただ

いたのも思い出に残るイベントでした。 

 お花見や紅葉狩りバス旅行などのイベントも、たくさん

楽しませていただきました。約 18年もの長きにわたり、 

本当にお世話になりありがとうございました。オリーブの 

ますますの発展と皆様のご活躍を祈念いたしております。 

長年オリーブの活動を支えていただき、ありがとう

ございました! 今後もイベントなどの折に、ご参加

いただけるとうれしいです。 
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母国スーダンの若者のためにやりたいこと 

皆さん、こんにちは。 

私はラヤーンと申します。アフリカのスーダンから

来ました。世界で一番長いナイル川のある国です。

日本に来る前は、首都のハルツーム大学を卒業し、

石油化学省で働いていました。その時に JICA の研修

プログラムに参加する機会を得て徳島大学の大学院

で学び、現在、草津市にある水処理関係の企業で働

いています。 

私たちがこれから直面する最大の問題とは何でし

ょう？ それは世界的な食料不足です。開発の代償と

して、土壌や水の汚染により食料生産国の生産能力

が低下し、人口増加に加えて生活水準の向上による

消費も加わり、そう遠くない将来に、私たちは食料

不足に直面するでしょう。 

そこで、2015年に各国から 200人以上の専門家がハ

ーバード大学に集まり、会議が開かれました。そし

てひとつの有力な解決策が提言されました。それは、

アフリカに食料生産の拠点をつくることです。アフ

リカでは耕作可能な土地の約 7％しか利用されてい

ません。私の母国であるスーダンは、いくつかの理

由から、その中心的な存在となりました。スーダン

の平均年齢は 19歳と世界でも最も若い国のひとつで、

若い労働力が豊富です。 

またスーダンはアフリカと中東の交差点に位置し、

地中海や大西洋まで続く物流ルートを有しています。

また国土が広く、南北に長いため、様々な気候・環

境条件の農産物、畜産物の生産が可能です。 

しかし、この国は 1956 年の独立以来、国内の紛争

が続いため、まだ多くの問題が残っています。スー

ダンが世界の穀倉地帯の一つになり得るという可能

性を追求すると同時に、不幸な歴史により遅れてし

まった産業技術を獲得するために、日本のような先 

 

進国は、その長い開発経験と技術を移転することで 

支援することができます。 

日本政府はすでにアフリカ大陸に対して、JICA を

通じて特別な研修プログラムを実行しています。私

が来日したこの研修プログラムは、アフリカの若者

に日本の大学で修士号を取得させ、卒業後に日本企

業でインターンシップを経験する機会を提供するも

のです。 

しかしこの研修に参加したアフリカの人たちとの

対話を通じて感じたことは、彼らの多くが日本語と

いう壁に直面し、苦戦しているという事実でした。

なぜなら、参加者のほとんどは日本語能力がゼロに

近い状態で来日しており、日本語をゼロから学ぶチ

ャンスは、留学した大学や地域によって異なるから

です。私の場合、徳島大学に入学して、ひらがなか

ら始まる 3 ヶ月の集中日本語講座に参加しました。

もちろん、それだけでは不十分で、その後も独学で

勉強を続けてきました。 

もちろん、日本語の勉強と専門技術の習得を両立さ

せることは容易ではありませんでしたが、日本の技

術を母国に伝えるという私の将来の夢の実現に少し

ずつ近づくことができました。また、言語は文化の

一部であり、日本語を学ぶことで日本の文化やマナ

ー、考え方についてより深く理解することができる

ようになりました。 

この経験を私一人で終わらせるのではなく、若い才

能あるスーダン人が日本語を学び、日本に興味を持

ち、来日して研修し、最終的には、両国を結び付け

てお互いの利益になれるような活動のできる人材に

成長してほしいのです。私が経験したことを様々な

産業分野で経験し、最終的に両国の架け橋になれる

ような人材を育成すため、まず第一歩として“オン

ライン広場”を立ち上げようと考えています。私は、

国と国をつなぐことは政府だけの任務ではなく、私

たち個人も大きな役割

を果たすことができる

と信じて活動していき

たいと思っています。 

 

ご清聴ありがとう 

ございました。
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先月の活動  (3 月)  今月の活動予定 (4 月)  

 

 

                                  

 

 

 
 

 ３/５ ３/1２ ３/2６ 

学習者 ５ １０ ５ 

先生 ５ ９ ７ 

日本語教室 3/5,12,26 (3回)  （希望者のみ出席） 

BNNスピーチ大会（恩地・豊田・福井・田中） 3/6(日) 

 

 

 

  

       

 

 

 

日本語教室 4/2(M),9(M),16,23（4回） 

会計監査 4/23（土）（内田幸・杉山美・小春） 

 

 ●日本語教室の(M)は定例ミーティング     ●（  ）内は参加者、または 参加予定者。敬称略 

〈入会〉 三宅 敦子 

〈退会〉 吉居 諒磨 

〈休会〉  なし 

会員の動き 
 

参加人数 （3 月） 
 

吉居諒磨先生、新天地でも 

ご活躍ください！ 

僕はこの３月で京都の 

立命館大学を卒業し 

て岐阜県で働くことに 

なり、今月いっぱいで 

オリーブを去ることに 

なりました。 

僕がオリーブに入ったのは２０２０年の１１月頃

で、そこから１年半ぐらい皆さんと関わってきて、

とても楽しかったし自分にとってもとてもいい刺

激になったと思っています。ここには外国語を話

せる外国人の方がいっぱいいらっしゃるので、日

本語を教えるだけじゃなくて自分が学びたい英

語の勉強もすることができて、とてもいい経験に

なったと思っています。また夏に JLPT のテスト

があると思いますが、皆さん合格を目指して頑

張ってください。ありがとうございました。 

〈編集後記〉1 月 22 日から各班の判断で細々と継続されてきた日本語教室ですが、まん防が終わったことと３

回目接種を終えた先生、生徒が増えてきたことから、ぼちぼちと再開されはじめました。海外では３回目接種

の証明を条件に入国後の隔離が免除される国も増え始め、日本でもハワイ・ツアーの募集が始まるようです。

留学生もやっと入国できるようになって日本も今後さらに規制が緩和されていくのでしょうか…  （遠藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもオリーブのパーティに美味しいラテン料理を差し入

れてくださっている日系ペルー人のデボラさんが「おいしい

ラテン料理とお酒が楽しめるガストロバーを栗東市に作りた

い！」とクラウドファンディングサイト“CAMPFIRE”で資金

集めに挑戦されています（～5/31）。 

応援してくださる金額にあわせていろいろなリターンが選

べますので、デボラさんの夢の実現に協力しよう！と思って

くださる方は CAMPFIRE で「滋賀 ラテン料理」で検索し

てください。実はペルーは海の幸にも山の幸にも恵まれた

美食の国なんですよ！珍しいペルー料理のお店、オープンし

た暁にはオリーブ通信係も取材を口実にぜひ飲みに行きた

いと思います！ 


